
【SAPテクニカルコンサルタントの変遷】 

今までSAPテクニカルコンサルタントは、
SA P ベーシスコンサルタントから SA P 
NetWeaver®コンサルタントへと進化してきま
した。昨今のサービス指向アーキテクチャ
（SOA）の市場における広がりにあわせ、今後は
テクニカルアーキテクト、テクノロジエキスパー
トへと進化していく予定です。新しいロールを
目指すに当たり求められるスキルが一変するか
というと答えは“No”です。今まで皆様が身に
つけてきたスキルに、新しいスキルを積み上げ

方式で習得していくことになります。図1は、
SAPテクニカルコンサルタントの変遷と求めら
れているスキルの概要をまとめたものです。
現在SAPベーシスコンサルタントやSAP 

NetWeaver®コンサルタントとしてご活躍中の
皆様がテクニカルアーキテクトやテクノロジエ
キスパートにシフトするためにはどうしたらよ

いのでしょうか。ここからは、テクニカルアーキ
テクトとテクノロジエキスパートのそれぞれの

定義と必要なスキルについて説明していきましょ
う。

【テクニカルアーキテクト】

テクニカルアーキテクトとは

テクニカルアーキテクトの定義：
「技術の領域において、顧客要件を正確に
把握し、費用対効果、製品の品質、実現可
能性を鑑みながら、把握した要件をシステ
ム落とし込む人」

テクニカルアーキテクトは、ある特定の製品
に特化するのではなく、システムの全体を鳥瞰
することが重要になります。
上記の定義に基づくと、テクニカルアーキテ

クトには、ヒューマンスキル、ビジネススキル、
テクニカルスキルの3つが求められるとともに、
この３つのスキルを高いレベルでバランスを取
ることが重要となります。以下に S A P 
NetWeaver®コンサルタントがテクニカルアー
キテクトになるために必要なスキルを記述いた
します。
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SOA時代のテクニカルコンサルタント像とは・・・
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テクニカルアーキテクトに求められるスキル
1.ヒューマンスキル
•顧客の考えを聞き、自身のフィルタをかけず
に顧客が真に実現したいことを正確に引き出
すための『ヒアリング力』

•顧客からヒアリングした内容を正確に整理す
るための『ロジカルシンキング力』

•ヒアリング・整理した内容からアーキテクチャ
を設計するための『コンセプトメイキング力』

•設計したアーキテクチャに対して自己批判的
に問題点がないかをチェックするための『ク
リティカルシンキング力』

•設計したアーキテクチャを顧客にわかりやす
く説明し、納得、合意してもらうための『説明
力』

2.ビジネススキル
•システム導入にかかる費用とシステムの導入
効果を算出するための基本的な会計、ファイ
ナンス力

3.テクニカルスキル
•サービス、サービスリポジトリ、サービスバス
といったSOAの基本概念に関する知識

•システムのモデリング手法とモデリングツー
ルの知識

•最新の製品・技術動向に関する知識

ヒューマンスキルとビジネススキル関しては、
今までのキャリアの積み方によって難易度が異
なってくると思います。今まで顧客にコンサルティ
ングをするにあたって、意識してきた方にとって
は比較的容易だと思いますが、たいていの方に
とっては敷居の高い領域だと推測されます。し
かし、テクニカルアーキテクトになるには必須
のスキルですので、ひとつずつ習得していく必
要があります。また、ヒューマンスキルとビジネ
ススキルは技術と異なり比較的変化の少ない
ものですので、いったん身につけると使い続け

られるという側面もあります。

一方、テクニカルスキルに関しては今までテ
クニカルコンサルタントとして働いてきた方にとっ
て、ARIS等に代表されるモデリングツールの
知識以外は目新しいものはなく、習得しやすい
と思います。最新の製品・技術動向に関しては、
一つ一つの製品の機能を詳細に理解するのが
目的ではなく、製品の基本コンセプトを抑える
ことが重要になります。なぜなら、テクニカルアー
キテクトに求められるのは製品をどう顧客の環
境で使うかを考えることであり、製品の細かい
設計や設定をすることではないからです。
さて、ここまでのスキルに対する説明をお読

みいただいた方の中には、プロジェクト進捗を
管理する『プロジェクトマネージメント』に関す
る記述がないことに気づいた方もいらっしゃる
と思います。テクニカルアーキテクトは費用対
効果や品質に関しては考慮いたしますが、プロ
ジェクトの進捗管理は作業対象外になります。
SOA時代においても『プロジェクトマネージメ
ント』に関してはプロジェクトマネージャの仕事
です。

ヒューマンスキル、ビジネススキルの習得方法
テクニカルアーキテクトに求められる5つの

ヒューマンスキルとビジネススキルに関しては、
昨今 IT業界以外でも必要性が語られており、
書籍が市販され、ノウハウを提供する研修も増
えてきています。したがって自習することも社内
研修を受講して身につけることは可能だと思い
ます。ただし、一度にすべてのスキルを身につけ
るのは難しいので、1年から2年の期間ですべ
てのスキルを身につけることを目指し、ひとつの
スキルを2ヶ月から3ヶ月単位で習得する計画
を立てると効率的に身につくと考えられます。
身につけたスキルはすぐに実践で使い、ブラッシュ
アップしていくことも重要です。
ここまでで、いったんテクニカルアーキテクト

に関する記述を終え、次にテクノロジエキスパー
トに関して記述いたします。

（次ページへ続く）

同じ製品の
深堀

領域の広がり

SAP NW
PI

SAP NW
PORTAL

SAP NW
BPM

SAP NW
MDM

共通スキル
• コンサルティングマインド
• コンサルティングスキル

SAPベーシスコンサルタント

SAPベーシス
コンサルタント

SAP NetWeaver
コンサルタント

テクニカルアーキテクト
テクノロジエキスパート

• SAP ABAPシステム管理
• データベース /オペレーティングシステム
• ネットワーク /ハードウェア 

SAP NetWeaver®コンサルタント

＋αのスキル

• SAP NetWeaver® Portal / SAP NetWeaver® Business Warehouse
• SAP NetWeaver® Process Integration / SAP NetWeaver® Master Data Management
• SAP Javaシステム管理
• Web関連知識

テクノロジー
スキル

ヒューマン
スキル

ビジネス
スキル

図1：SAPテクニカルコンサルタントの変遷
図2：テクニカルアーキテクトに求められる

スキルイメージ

図3：テクノロジエキスパートに求められるスキルイメージ（例）

SAP CERTIFICATION VOL.3～VOL.4で「～ERPコンサルタントから
の脱却と進化～」というタイトルで、SAPコンサルタント全体のコンサルタ
ント像についてのお話がありました。本号では、SAPテクニカルコンサルタ
ントに焦点を当て、SAPベーシスコンサルタント、 SAP NetWeaver®コン
サルタントと言われる方々が、どのようにしてテクニカルアーキテクト、テク
ノロジエキスパートへ進化していくかについてお話をいたします。
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【テクノロジエキスパート】

テクノロジエキスパートとは

テクノロジエキスパートの定義：
「担当する技術領域に関する専門家で、個々
のシステムの設計と構築、運用の設計と顧
客に対する引継ぎをする人」

今までのSAPテクニカルコンサルタントの
進化系になるので、テクニカルアーキテクトよ
りイメージがつきやすいと思います。
上記の定義に基づくと、テクノロジエキスパー

トには、技術に関して横の広さと縦の深さの追
求が必要です。

テクノロジエキスパートに求められるスキル
1.SAP製品のスキル
•SAP NetWeaverスキルの横展開：
今までのSAP NetWeaver®コンサルタント
はひとつの製品のエキスパートである傾向が
強かったと思われますが、今後は一人のコン

サルタントのマルチスキル化が求められます。
たとえば、SAP PIのコンサルタントの方が、
SAP MDMのスキルを身につけるようなマ
ルチスキル化は重要になります。

•SAP NetWeaverスキルの深堀：
今まで同様に、ひとつの製品スキルを深堀し
ていくことも重要です。SAP NetWeaver製
品はバージョンを重ねるにつれて、新機能の
追加が行われていきます。顧客に最適なソ
リューションを提供するという観点から、最
新の製品情報を追い続けることも重要です。

2.テクニカルスキル
•サービス、サービスリポジトリ、サービスバス
といったSOAの基本概念に関する知識

•最新の製品・技術動向に関する知識
•お客様先で使用されているSAP以外の製品
に関する知識

今までのSAPテクニカルコンサルタントは
ある領域のSAP製品に関するエキスパートで
ある要素が強かったと思います。これからの時代、

テクノロジエキスパートに求められるものは
SAP製品スキルのマルチ化と各製品の知識の
詳細化、そしてSAP以外の製品に関する知識
の拡張です。
今までのプロジェクトでは、SAP製品だけを

知っていれば大きな問題はありませんでしたが、
SOA時代においては、顧客先にあるシステム
や製品との関係が重要になります。したがって、
テクノロジエキスパートになられる方は、製品
知識の領域の広がりを特に意識していただくと
よいと思います。

【顧客先への参画時期と役割】

ここまで、テクニカルアーキテクトとテクノロ
ジエキスパートに関して記述してきました。で
は実際に、テクニカルアーキテクトとテクノロジ
エキスパートはどのようにかかわり仕事を進め
ていくことになるのでしょうか？
図4にあるようにSAPのSOA方法論には

全社レベルの活動と個々のプロジェクトの活動
があります。最初に、テクニカルアーキテクトが
少数で顧客先に訪問し、顧客の既存のシステム
を理解し整理すると共に、全社レベルの顧客の
システム全体像やアーキテクチャを描きます。
システム全体像やアーキテクチャを顧客と決

定した段階で、必要となる分野に詳しいテクノ
ロジエキスパートが参画し、個々のプロジェクト
において、システムを構築することになります。
システム構築後はテクノロジエキスパートが中
心となり運用を設計することになります。
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【テクニカルアーキテクト、
テクノロジエキスパートのどちらを目指すか】

ここまで、それぞれの定義、必要とされるス
キル、プロジェクトにおける役割を記述しました。
皆様の頭の中にテクニカルアーキテクトとテク
ノロジエキスパートのイメージがついたかと思
いますので、最後にどちらを目指すかについて
記述したいと思います。

まず簡単に両者を振り返りますと、図5のよ
うにテクニカルアーキテクトはよりヒューマンス

キルやビジネススキルの開発に力を入れ、経営
軸のほうに自らをシフトしていく、一方テクノロ
ジエキスパートはさらにテクニカルスキルの開
発に力を入れ、テクノロジ軸を極めることにな
ります。
どちらの業種を目指すかに関しては明確な答

えはありませんが、目安となる判断基準はいく

つかあると思います。具体的には個人の現在保
有するスキル、市場のニーズ、会社の目指す方
向と必要とされるスキルが判断基準として上げ
られると思います。ただし、一番重要なのは皆
様がどちらの方向を目指したいかという気持ち
であると思います。
本記事が、今後の皆様のSAPテクニカルコ

ンサルタントとしての方向性を決める一助にな
れば幸いです。
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図4：SAPのSOA方法論

図5：SAPテクニカルコンサルタントの進化の方向性
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